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令
和
八
年
二
月
二
五
日
（
水
）

一
九
：
〇
〇

ふ
る
さ
と
歴
史
館

勉
強
会

更
科
源
藏
著

「
原
野
シ
リ
ー
ズ
」
に
弟
子
屈
を
読
む

そ
の
２

『
お
さ
な
い
原
野
』
の
段

講
師

松
橋
秀
和
氏

ハシドイ（ドスナラ）

アイヌ語：プｼニ（はねる・木）

火にくべるとパトパチはねることから。この木

の枯れたのは油が染みたようによく燃える。

川
湯
小
学
校
と

松
阪
市
小
野
江
小
学
校
、

リ
モ
ー
ト
で
交
流

一
月
二
一
日
に
松
浦
武
四
郎

を
縁
に
川
湯
小
学
校
と
松
阪
市

小
野
江
小
学
校
の
児
童
が
リ
モ
ー

ト
で
交
流
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
学
校
の
特
徴
を
ク
イ

ズ
で
出
し
合
い
、
質
問
な
ど
を

投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

川
湯
小
学
校
か
ら
は
教
室
の

窓
か
ら
外
の
雪
景
色
を
写
す
と
、

小
野
江
小
学
校
の
児
童
は
驚
き

の
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
児

童
が
作
っ
た
も
の
で
、
完
成
度

は
高
い
も
の
で
感
心
し
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
交
流
か
ら
発
展
し

て
相
互
訪
問
交
流
へ
と
進
む
と

良
い
の
で
す
が
。

な
お
、
川
湯
小
学
校
は
、
コ

タ
ン
に
あ
っ
た
屈
斜
路
尋
常
小

学
校
川
湯
特
別
教
授
場
と
し
て

開
設
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
百
年

で
す
。
お
祝
い
の
行
事
に
当
会

も
協
力
し
た
い
で
す
。

設
の
性
格
か
ら
、
地
域
の
歴
史

や
文
化
、
自
然
環
境
な
ど
問
い

合
わ
せ
が
近
頃
多
く
、
、
現
場
の

職
員
は
そ
の
都
度
図
書
館
へ
出

向
き
、
関
係
史
料
を
調
べ
る
、

と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
負
担
は
多
く
、
担
当
職
員

の
調
査
研
究
、
施
設
管
理
な
ど

に
支
障
を
来
し
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
併
せ
て
、

担
当
職
員
か
ら
当
会
へ
の
紹
介

も
あ
り
、
近
く
に
史
料
が
な
け

れ
ば
教
示
す
る
こ
と
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
郷
土
資
料
を
ふ
る

さ
と
歴
史
館
へ
所
管
替
え
を
し

て
、
地
域
住
民
等
へ
対
応
し
て

は
い
か
が
か
で
し
ょ
う
か
、
と

の
要
望
で
す
。

公
共
図
書
館
に
は
、
郷
土
資

料
の
収
集
と
提
供
と
い
う
地
域

住
民
へ
の
奉
仕
と
い
う
使
命
が

あ
り
ま
す
が
、
他
の
地
域
で
図

書
館
の
運
営
を
指
定
管
理
者
に

委
託
し
て
も
、
郷
土
資
料
・
歴

史
資
料
の
取
り
扱
い
を
分
け
て

行
政
職
員
が
担
当
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

近
々
に
教
育
委
員
会
へ
提
出

し
ま
す
。

図
書
館
の
郷
土
資
料
を

ふ
る
さ
と
歴
史
館
へ

所
管
替
え
の
要
望

弟
子
屈
町
図
書
館
で
所
蔵
し

て
い
る
郷
土
資
料
を
ふ
る
さ
と

歴
史
館
の
所
管
と
す
る
要
望
で

す
。こ

れ
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
「
中
心
市
街
地
再
構
築
構

想
」
の
複
合
施
設
に
図
書
館
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
図
書
館

の
運
営
は
行
政
（
役
場
）

職
員
で

は
な
く
、
指
定
管
理
者
と
な
る

よ
う
で
す
。

地
域
の
郷
土
資
料
の
取
り
扱

い
は
、
そ
の
地
域
に
永
く
在
住

し
、
地
域
の
住
民
に
信
頼
さ
れ

て
、
地
域
の
特
性
、
所
蔵
資
料

の
内
容
に
熟
知
し
て
い
な
く
て

は
対
応
が
で
き
な
い
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
は
そ
の
施

更
科
源
藏
著

「
原
野
シ
リ
ー
ズ
」
に

弟
子
屈
を
読
む

そ
の
１

『
父
母
の
原
野
』
の
段

講
師

松
橋
秀
和
氏

原
野
の
詩
人

更
科
源
藏
の
著

作
「
原
野
シ
リ
ー
ズ
」
に
は
、

明
治
初
期
か
ら
昭
和
の
初
め
ま

で
の
弟
子
屈
の
庶
民
の
生
活
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

勉
強
会
の
内
容
を
「
む
か
し

む
か
し
写
真
館
」
で
解
説
を
加

え
て
暫
時
紹
介
し
て
い
く
、
と

の
こ
と
で
す
。

勉
強
会
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む
か
し
む
か
し
写
真
館

更
科
源
蔵
著
「
原
野
シ
リ
ー
ズ
」
に
弟
子
屈
を
読
む

『
父
母
の
原
野
』
の
段ｰ

そ
の
１

松
橋

秀
和

№３６２

は
じ
め
に

熊
牛
原
野
に
生
ま
れ
た
「
原
野

の
詩
人

更
科
源
藏
」
に
は
、
ふ

る
さ
と
熊
牛
原
野
、
弟
子
屈
、
屈

斜
路
で
の
生
活
を
綴
っ
た
「
自
伝

的
小
説
」
や
随
筆
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
『
弟
子
屈
町
史
』
な
ど

に
は
記
さ
れ
な
い
、
農
業
移
民
や

そ
の
他
の
移
民
、
こ
の
地
域
に
古

く
か
ら
住
ん
で
い
た
コ
タ
ン
の
人

び
と
の
普
段
の
生
活
が
生
き
生
き

と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
が
「
原
野
シ
リ
ー
ズ
」
と

称
す
る
の
は
、

『
熊
牛
原
野
』1

9
6
5

（
昭
和

40
）
年

『
北
海
道
・
草
原
の
歴
史
か
ら
』

く
さ
は
ら

1
9
7
5

（
昭
和

50
）
年

『
北
の
原
野
の
物
語
』

1
9
7
8

（
昭
和

53
）
年

『
雪
原
の
道
』1

9
8
0

（
昭
和

55
）
年

『
原
野
』

1
9
8
0

（
昭
和

55
）
年

『
父
母
の
原
野
』

ち
ち
は
は

1
9
8
3

（
昭
和

58
）
年

『
お
さ
な
い
原
野
』

1
9
8
4

（
昭
和

59
）
年

『
少
年
た
ち
の
原
野
』

1
9
8
4

（
昭
和

59
）
年

『
移
住
者
の
原
野
』

1
9
8
6

（
昭
和

61
）
年

『
青
春
の
原
野
』

1
9
8
7

（
昭
和

62
）
年

で
、
そ
れ
以
外
に
『
弟
子
屈
町

史
』
（
更
科
源
蔵
編1
9
4
9

（
昭
和

24
年
）

は
当
然
と
し
て
『
明
治
人

土
沼

助
吉
傳
』1
9
6
9

（
昭
和

44
年
）

に
も

弟
子
屈
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

更
科
源
藏
が
晩
年
に
記
し
た

『
父
母
の
原
野
』
『
お
さ
な
い
原
野
』

『
少
年
た
ち
の
原
野
』
『
移
住
者
の

原
野
』
『
青
春
の
原
野
』
に
は
、
明

治
の
草
創
期
か
ら
昭
和
の
初
め
こ

ろ
の
弟
子
屈
が
物
語
の
舞
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。

明
治
の
草
創
期
か

ら
更
科
源
藏
が
物
心
の
つ
く
ま
で

の
出
来
事
な
ど
は
、
記
憶
力
の
良

か
っ
た
母
か
ら
教
え
ら
れ
た
よ
う

で
す
。

こ
れ
ら
を
題
材
に
『
弟
子
屈
町

史
』
や
そ
の
他
の
資
料
か
ら
昔
の

弟
子
屈
の
様
子
を
探
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
弟
子
屈
で
今
を

生
き
る
我
々
が
未
来
の
人
た
ち
に

残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

何
か
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

な
お
、
物
語
は
史
実
を
基
に
し

て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
小
説

で
、
登
場
す
る
人
物
は
仮
名
で
す
。

『
父
母
の
原
野
』
の
段

物
語
は
明
治
18
年
、
四
郎
（
物
語

の
主
人
公
）

の
父
母
が
北
海
道
で
鉄

道
敷
設
の
仕
事
を
し
て
い
た
父
の

兄
を
頼
っ
て
新
潟
県
か
ら
北
海
道

へ
入
植
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
始
ま

り
ま
す
。

最
初
の
入
植
地
は
札
幌
の
発
寒

で
、
父
の
兄
（
四
郎
の
伯
父
）
が
ア
ト

サ
ヌ
プ
リ
の
硫
黄
鉱
山
の
鉄
道
敷

設
が
明
治
20
年
に
始
ま
り
、
赴
い

た
の
を
機
に
父
た
ち
は
明
治
21
年

に
釧
路
へ
移
住
す
る
こ
と
を
決
め

ま
す
。
移
動
は
冬
で
し
た
。
荷
物

は
馬
橇
に
積
み
、
道
な
き
道
を
徒

歩
で
進
み
ま
す
。
空
知
太
（
現-

滝
川
）

か
ら
は
阿
寒
へ
行
く
ア
イ
ヌ
の
夫

婦
が
直
別
ま
で
同
行
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ア
イ
ヌ

の
夫
婦
か
ら
厳
し
い
冬
の
北
海
道

で
生
き
延
び
る
す
べ
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
教
え
が
後

の
開
拓
生
活
を
支
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

父
た
ち
は
、
春
採
の
丘
で
開
墾

を
始
め
ま
す
が
、
釧
路
地
方
沿
岸

の
春
か
ら
夏
に
海
務
が
押
し
寄
せ

る
気
候
は
、
本
州
か
ら
移
住
し
て

き
た
農
民
に
は
農
耕
に
適
さ
な
い

土
地
で
し
た
。

そ
れ
で
も
我
慢
し
て
開
墾
を
続

け
て
い
る
あ
る
日
、
父
は
釧
路
川

上
流
は
土
地
が
肥
え
て
い
て
、
野

菜
な
ど
の
作
物
は
硫
黄
鉱
山
で
買

い
取
っ
て
く
れ
る
と
の
話
を
聞
き
、

熊
牛
原
野
の
セ
タ
イ
ベ
ツ
に
三
度

目
の
移
動
を
決
意
し
ま
す
。
そ
れ

が
明
治
23
年
で
、
テ
シ
カ
ガ
で
初

め
て
の
農
業
移
住
者
で
し
た
。

（
つ
づ
く
）

入植地

入植経路

装丁画 佐藤忠良


